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ひさかたの光のどけき春の日に……と大学の研究室でのんきに

荷物を片付けていた私に、突然自宅から電話があった。のどかな

春の日は、その瞬間に終わった。

【身に覚えがない出費】

○○あなた、3月にイギリスでカードを使ったの？　日本円で60

万円も利用記録にあるわよ。

▼▼ えーっ、それは変だなあ。イギリスにはずいぶん行っていない

し、そのカードは日本でも使っていないはずだよ。

○○でも、この金額が口座から引き落とされると書いてあるわ。

▼▼ それじゃ急いでカード会社に電話するよ。引き落としを止め

てもらわなきゃ。

【インターネットですって】

▼▼ もしもし、（中略）という次第なので、その引き落としは止

めてもらいたいのですけれども。

●○わかりました。ご本人も家族の方も利用した覚えがないとい

うことですね。それでは当社宛に調査依頼票を出してくださ

い。それが引き落としの期日に間に合えば止められます。

▼▼ それじゃFAXで急いで用紙を送ってください。記入して返送

します。でも、何で私が利用したことになるんだろう。その利

用記録に記載されている日にはイギリスに行っていませんよ。

●○この種のトラブルは通信販売での利用が多いのです。ところ

で、お客さんはインターネットをお使いですか。このカードを

使って注文をしたことがあるとか。

▼▼ はい。インターネットはよく使っていますし、ホテルの予約を

するのに電子メールでカードの番号を送ったこともあるなあ。

●○どこかで番号を知られたのではないでしょうか。カードの番号

はデタラメに数字を並べても真似はできません。お客さんの

名前と番号を知っている人がいると思われます。

【アメリカの銀行ならばチェックできる】

あーあ。疲れちゃった。カードの利用料金が自動引き落としと

いうのは危ないなあ。アメリカの銀行のときには、まずカードの利

用明細が届いて、それに合致する金額のチェック（小切手）を自

分でカード会社宛に切る。その段階で不審な利用記録の金額を除

外すればよいのだ。

私はアメリカに1年間しか住んでいなかったが、その当時の銀

行口座は今でも外国人として継続している。だから銀行口座のレ

ポートが毎月届く。預金通帳がなくて、レポートに目を通す仕組

みになっている。

私の米国の口座は、年に数回の学会費の支払いをする程度だ。

毎月のレポートはとても簡単である。あれれ。今月は妙な引出があ

るなあ。なんだこれは、375ドルが2度も引き出されているぞ。いか

ん。これは銀行のミスだ。銀行のホットラインに電話しなければ。

【お客さんシンガポールドルですか】

▼▼ もしもし、（中略）という次第なので、この引出は貴行のミ

スだと思われます。

○●お客様の名前と口座番号を教えてください。

▼▼ あのねー。私は日本から電話をしているんですよ。FAXで問

い合わせができるとうれしいのだけれども。

-------キーボードを操作するカシャカシャという音-------

○●あ。わかりました。いつもご利用をありがとうございます。

▼▼ その記録では、375ドルが3月28日と4月2日に2回引き出

されていますよね。その前月のレポートには3月20日に375

ドルの入金があるでしょう？それは私がシンガポールの学会

から送ってもらった小切手を預金したのですよ。

○●確かに記録では、そのようになっています。ミスターゴトウ。

▼▼ で、その小切手は大手のシンガポール開発銀行（DBS）の

振り出しのものです。それを預金したのに、逆に私の口座の

残高が375ドル減ったことになるでしょう？それは変だよね。

○●あ。それはシンガポールドルの小切手ではありませんか。

▼▼ そうだったかなあ。米ドルのような記憶もあるけれども。

○●こちらで換算を間違たために、いったん入金したのを取り消

すために引き出したようです。レポートと一緒に紙が入って

いましたか？

▼▼ そういえば4月24日の日付で預金するという緑色の紙が入っ

ていました。

○●あなたの月間レポートの期間は3月26日から4月23日までと

なっていますね。

▼▼ そのとおりです。ということは、4月24日の入金は今回のレ

ポートに反映されていないのですか。

○●正解です。次回のレポートにご不審があれば、また電話をお

掛けください。

▼▼ はい。そうします。（ひとりごと）でも日本から電話をして、

もう7分も経ってしまったのだよなあ。

やれやれ今月は金難の相だった。

実際に被害がなくてよかったものの、

しづ心なく花の散るらむ。
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